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東京ガスグループは約130年にわたり、ガスの安定供給や様々な挑戦を通じて、

経済発展とお客さまの豊かな暮らしを支えるとともに、当社グループの企業価値創造を実現してきました。

電力・ガスの小売りが全面自由化されましたが、電力・ガスを含めて、

最適なエネルギーシステムをセットで提案・供給できる「機会」と捉え、

引き続き非連続の改革（これまでにない大胆な事業変革・抜本的な組織構造改革）を進めつつ、

「できること」として具体的に新たな価値を創造＝東京ガスグループならではの“GPS×G”を展開し、

2020年代の発展・飛躍を確実なものにしていきます。

これまでも、これからも
「エネルギー・フロンティア」
として成長を続けていきます

東京瓦斯創立

1941-45
太平洋戦争

1923
関東大震災

1885～ 第1章 都市ガス事業の確立期
■灯り（ガス灯）での事業開始

■家庭用向けの都市ガスの普及

1945～ 第2章 敗戦からの復興期
■太平洋戦争の壊滅的打撃からの事業再生

■戦後日本の復興・経済成長とともに、 
家庭用の都市ガス利用が拡大

■LNG基地、パイプライン網の整備により、 
日本の高度経済成長に貢献

■17年をかけて、首都圏550万件の熱量変更作業が終了 
P04参照

1969～ 第1章 国内事業の拡大期

ガス利用の
歴史

ガス灯 ガスかまど ガスストーブ ガス自動炊飯器 蔵前国技館
初のガス冷暖房システム

旧新宿地域
冷暖房センター

天然ガス
コージェネレーション初号機

1969
日本初LNG
輸入開始

■■ ガス販売量（億㎥）　  電力販売量（億kWh）

※お客さま件数・ガス販売量ともに2002年度までは個別、2003年度以降は連結の数字
※2011年度以降のガス販売量には、トーリングによる自家使用分・LNG販売を含む

石炭・石油の時代 LNGの時代

1966
根岸

LNG基地稼働

1973
袖ケ浦

LNG基地稼働

1973
第一次オイルショック

1970 1971 1981

36,451

6,053

1979
第二次オイルショック

LNG 50th  
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2000～ 第2章 既存の枠を超える飛躍期
■グローバルな総合エネルギー企業を目指す

■電力自由化に伴い、電力事業に参入（2016年に小売参入）

■将来の低炭素社会を見据えた天然ガスの高度利用

■地域冷暖房やコージェネレーションシス
テムが登場。これまでの家庭用に加え
て、業務用・工業用にもガスを拡大

発電所稼働

次
な
る
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へ

LNG
50周年

計画
2019

1998
扇島

LNG基地稼働

1992
ガスマレーシア

参画

2008
川崎天然ガス発電

2006
東京ガス
横須賀パワー

2011
東日本大震災

2003
東京ガス
ベイパワー

2010
扇島パワー

2016
日立LNG基地稼働

2019
真岡発電所稼働（予定）
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ピピッとコンロ

2002

豊洲スマートエネルギー
センター

2016

発電所

2003

水素
ステーション

2003

10

110 177

240
160

67

41,949

47,908

58,574
7,373

8,872

10,739

11,818 11,946

113

64,055

小売件数
（万件）

お客さま件数
（千件）

導管延伸
（km）

2018
シェールガス
調達開始

家庭用燃料電池
「エネファーム」

2009

199
（億kWh）

155

280

自社発電容量
（万kW）
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